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ら批判をした｡ 1988年の"Anarchy and the Limits of Cooperation:A Realist Critique of
































































































































































































































































クラウゼヴィッツは､戦争の性質は､ ｢強力行為｣ ｢偶然性｣ ｢政治の道具｣という三重性に
あり､それぞれ､国民､将帥と軍､政府に帰すると論じた(Clausewitz和訳1968:62)0












































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































ダー卿(Sir Halford John Mackinder)は､世界を制するためには､中央アジアの草原地帯で
あるハートランドを制圧することが重要であると論じた(Mackinder,和訳2008:177)o ｢東
欧を支配する者は､ハートランドを制し､ハートランドを支配する者は世界島を制し､世
界島を支配する者は､世界を制する:Who rules East Europe commands the Hartland:Who







































































































































































































































































































































































































































































































































1 ｢不安定な二極構造｣ (unbalanced bipolarity)
2 ｢安定した二極構造｣ (balanced bipolarity)
3 ｢不安定な多極構造｣ (unbalanced multipolarity)































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































ているかもしれない(Wallander and Keohane, 1999:25)0
外的脅威がある時の危険が､脅威で､外的脅威がない時の危険がリスクである｡これが
ワランダーとコ-インによる同盟を分類する際の一つの基準となる｡





これらの次元を組み合わせる(図1 ) (WallanderandKeohane, 1999:27)｡すると､もっ
とも成功する配置は､脅威に関連する外的配置(同盟と提携)とリスクの状況に関連する
内的同盟(安全保障管理)である(Wallander and Keohane, 1999:27)0
集団安全保障や､領域外同盟は､機能しない｡よって､現実的に考慮しなければならな
いのは､同盟と連携､安全保障管理背制度である｡





出所:Wallander and Keohane, 1999:27
図1.2は､安全保障同盟に関するもっとも重要で成功したタイプを指す(Wallanderand
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